
　
環
境
省
で
は
、2011年

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
と
そ
れ
に
伴
う
津

波（
以
下
、震
災
）が
自
然
環
境
に
与
え
た
影
響
及
び
変
化
状
況
を
把
握

す
る
た
め
、概
ね
5年
間
に
わ
た
り
陸
域
や
海
域
を
含
む
沿
岸
被
災
地
の
自
然
環
境
を
対
象
に
広
域
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
一
環
と
し
て
、2012年

時
点
で
残
存
し
て
い
た
重
要
な
自
然（
ハ
ビ
タ
ッ
ト
）の
分
布
を
示
す「
重
要
自
然
マ
ッ

プ
2013」を

作
成
し
ま
し
た
。そ
の
後
、2015年

度
ま
で
の
調
査
で
植
生
図
や
動
植
物
に
関
す
る
調
査
デ
ー
タ
が
更
新・整

理
さ
れ
、ハ
ビ
タ
ッ

ト
や
希
少
種
等
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。こ
の
た
め
、被
災
地
の
自
然
環
境
保
全
へ
の
呼
び
か
け
や
環
境
保

全
計
画
等
へ
の
基
礎
資
料
と
し
て
の
活
用
を
目
的
に
、更
新
さ
れ
た
調
査
結
果
を
元
に
残
存
す
る
重
要
な
自
然
に
つ
い
て
再
度
デ
ー
タ
を
整
理

し
、「
重
要
自
然
マ
ッ
プ
2015」を

作
成
し
ま
し
た
。

　
本
マ
ッ
プ
は
、青
森
県
か
ら
千
葉
県
ま
で
の
津
波
浸
水
域
及
び
地
先
海
域
約
1km

の
範
囲
に
つ
い
て
、植
生
、藻
場
、希
少
種
情
報
等
の
調

査
成
果
を
G
ISデ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。こ
の
う
ち
、地
震
に
よ
る
自
然
環
境
へ
の
影
響
が
顕
著
で
あ
っ
た
岩
手
県
か
ら
茨
城

県
北
部
ま
で
の
地
域
に
つ
い
て
、A
0判
4枚
の
図
面
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
図
面
は
全
体
の
背
景
を
縮
尺
1/120,000と

し
、そ
の
う
ち
特
に
重
要
な
自
然
環
境
が
存
在
す
る
場
等
の
注
目
す
べ
き
エ
リ
ア（
重
点

エ
リ
ア
）に
つ
い
て
は
、縮
尺
1/25,000

～
50,000で

表
示
し
、各
エ
リ
ア
の
重
要
な
自
然
や
保
全
に
関
す
る
取
組
等
に
関
す
る
特
記
事

項
を
コ
メ
ン
ト
と
し
て
表
示
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、G
ISデ
ー
タ
や
PD
Fデ
ー
タ
と
し
て
整
備
し
、生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
し
お
か
ぜ
自

然
環
境
ロ
グ（
http://w

w
w
.shiokaze.biodic.go.jp/）」の

平
成
27年

度
調
査
情
報
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

重
要
自
然
マ
ッ
プ

（
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
）

陸
域
・
海
域
ハ
ビ
タ
ッ
ト

生
態
監
視
調
査
地
点

特
定
植
物
群
落
　
等

重
点
エ
リ
ア

拡
大
図

重
要
自
然
マ
ッ
プ
2015

解
説
書

簡
易
版

重
要
自
然
マ
ッ
プ
の
活
用
方
法

自
然
環
境
の
保
全
や

利
用
の
た
め
の
活
用

科
学
的
知
見
の
蓄
積

復
興
事
業
で
の
活
用

重
要
自
然
マ
ッ
プ

東
北
地
方
太
平
洋
沿
岸
地
域

平
成
28（
2015）年

3月

（
解
説
）

重
要
自
然
マ
ッ
プ

2015

し
お
か
ぜ
自
然
環
境
ロ
グ
な
ど
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲

覧
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
な
形
式
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

重
要
自
然
マ
ッ
プ
の
背
景
と
目
的

重
要
自
然
マ
ッ
プ
の
構
成

　
重
要
な
自
然
で
あ
る
ハ
ビ
タ
ッ
ト
は
、規
模
が
大
き
い
ほ
ど
、ま
た
、

分
散
せ
ず
ま
と
ま
り
の
あ
る
ほ
ど
安
定
し
た
も
の
と
な
り
、多
く
の

生
物
が
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、繁
殖
場
と
餌
場
、休
息

場
が
違
う
鳥
類
や
哺
乳
類
、幼
生
期
と
成
体
期
で
生
息
場
の
異
な
る

カ
エ
ル
類
の
よ
う
に
、い
く
つ
か
の
異
な
っ
た
環
境
を
生
息
場
と
し

て
い
る
生
物
も
い
ま
す
。こ
れ
ら
多
様
な
ハ
ビ
タ
ッ
ト
が
つ
な
が
り

を
保
つ
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の
種
類
の
生
物
が
生
息
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
、地
域
の
種
の
多
様
性
も
高
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
東
北
地
方
太
平
洋
沿
岸
地
域
で
は
多
様
な
ハ
ビ
タ
ッ
ト
が
海
域
か

ら
陸
域
へ
つ
な
が
っ
て
い
る
箇
所（
エ
コ
ト
ー
ン
）が
多
く
見
ら
れ
て

お
り
、こ
れ
ら
の
つ
な
が
り
が
あ
る
場
所
は
、地
域
に
お
け
る
重
要
な

自
然
の
多
様
性
を
高
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。こ
れ
ら
つ
な
が

り
が
多
く
み
ら
れ
る
地
域
に
つ
い
て
、「
重
点
エ
リ
ア
」と
し
て
注
目
し

ま
し
た
。

重
点
エ
リ
ア
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ビ
タ
ッ
ト
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台
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号

重
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慈
湾
奥
部

野
田
湾
奥
部

宮
古
市
田
老
沿
岸
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古
湾

山
田
湾
奥
部

船
越
湾
奥
部

大
鎚
湾
奥
部

広
田
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奥
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気
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沼
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西
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奥
部

志
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松
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湾

七
北
田
川
河
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域

名
取
川
河
口
域

阿
武
隅
川
河
口
域
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鳥
の
海

新
地
松
川
浦

鹿
島
前
川
浦
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井
田
川
浦

請
戸
川
・
熊
川
河
口
域

夏
井
川
河
口
域

鮫
川
河
口
域
・
五
浦
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ア
マ
モ
場

干
潟

ヨ
シ
原（
湿
性
草
原
）

河
川
・
湖
沼

砂
浜（
砂
丘
植
生
）

湿
性
草
原

非
耕
作
農
地（
水
田
雑
草
群
落
）

藻
場

岩
礁
・
海
岸
断
崖
地

干
潟

砂
浜（
砂
丘
生
殖
）

湿
性
草
原

樹
林
跡
地

残
存
樹
林
地

岩
手
県

三
陸
北
部

三
陸
南
部

宮
城
県

福
島
県

茨
城
県

藻
場

水
質
の
浄
化
、C
O
2 の
吸
収
、魚
介
類
の
産
卵
場

や
稚
魚
の
成
長
の
場
、
水
産
資
源
か
ん
養
の
場
、

ワ
カ
メ
や
コ
ン
ブ
等
食
料
の
供
給
の
ほ
か
、波
浪

の
抑
制
・
底
質
の
安
定
に
よ
る
防
災
機
能
、
ふ
る

さ
と
の
海
中
景
観
を
形
成
す
る
等
、重
要
な
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。同
時
に
海
に
す
む
生
物
の
移
入
・

定
着
の
主
要
な
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

a. レ
ッ
ド
リ
ス
ト
掲
載
種
の
生
育
地（
動
物
・
植
物
）

b.特
定
植
物
群
落

c.各
種
百
選

d.ガ
ン
カ
モ
類
調
査
地
点

e.シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
調
査
地
点

f.海
鳥
繁
殖
地
調
査
地
点

g.神
社
、寺
院

h.ジ
オ
サ
イ
ト

i.み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

j.重
点
地
区
調
査
地
点

k.保
全
対
策
区
域

l.法
規
制（
参
考
情
報
）

1

そ
の
他
の
情
報

重
点
エ
リ
ア

ハ
ビ
タ
ッ
ト

湿
生
草
原（
淡
水
性
・
塩
性
）

ヨ
シ
等
の
湿
性
の
植
物
が
優
占
す
る
場
で
、希
少

な
動
植
物
種
が
多
く
生
息
・
生
育
し
、
健
全
な
水

循
環
、
水
質
浄
化
、
等
の
公
益
的
機
能
、
洪
水
の

調
整
・
延
焼
防
止
等
の
防
災
的
機
能
等
の
多
様
な

機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。人
と
の
か
か
わ
り
で
は
、

ヨ
シ
は
葦
簾（
よ
し
ず
）、マ

コ
モ
は
食
用
と
し
て

利
用
さ
れ
、ヨ
シ
焼
き
や
ヨ
シ
刈
り
が
地
域
の
風

物
詩
と
な
る
な
ど
ふ
る
さ
と
の
景
観
と
し
て
も
重

要
で
す
。

8

二
次
草
原

採
草
の
場
と
し
て
か
つ
て
は
盛
ん
に
利
用
さ
れ
、

特
に
三
陸
地
方
の
丘
陵
地
は
広
い
草
原
が
あ
る
こ

と
で
イ
ヌ
ワ
シ
の
生
息
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
草
原
は
、
植
物
、
昆
虫
等
の

草
原
性
生
物
の
生
息
の
場
、多
く
の
鳥
類
の
繁
殖

や
採
餌
、休
息
の
場
と
し
て
重
要
な
生
態
系
を
形

成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ス
キ
等
の
資
材
と
し

て
の
活
用
、ふ
る
さ
と
の
良
好
な
景
観
が
展
開
す

る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

9

非
耕
作
農
地（
水
田
雑
草
群
落
）

非
耕
作
農
地（
水
田
雑
草
群
落
）は
、震
災
前
か
ら

存
在
す
る
も
の
を
含
め
、農
地
の
冠
水
や
地
盤
沈

下
に
よ
っ
て
出
現
し
た
湿
性
の
環
境
で
す
。こ
こ

で
は
、
湿
性
の
希
少
な
種
が
生
育
し
、
開
水
面
は

ト
ン
ボ
類
や
ミ
ズ
ス
マ
シ
、ガ
ム
シ
等
の
生
息
の

場
、
ガ
ン
カ
モ
類
の
利
用
す
る
場
と
な
る
な
ど
、

各
所
で
水
辺
の
生
物
の
生
息
の
場
を
形
成
し
て
い

ま
す
。

10河
川
・
湖
沼
等
開
放
水
域

水
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
主
要
な
経
路
・
地
点
で
あ

り
、
生
物
多
様
性
を
支
え
る
水
域
の
屋
台
骨
と

な
っ
て
い
ま
す
。サ
ケ
や
モ
ク
ズ
ガ
ニ
等
の
回
遊

性
生
物
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
や
、水

辺
の
自
然
環
境
の
縦
横
断
的
な
連
続
性
や
エ
コ

ト
ー
ン
が
果
た
す
役
割
は
き
わ
め
て
重
要
で
す
。

ま
た
、
水
辺
は
良
好
な
景
観
資
源
で
あ
り
、
漁
業

の
場
、
人
々
の
い
こ
い
の
場
、
学
び
の
場
で
も
あ

り
ま
す
。

11 樹
林
が
消
失
し
た
跡
地
で
は
、樹
木
の
根
返
り
跡

に
は
各
所
に
小
水
域
が
で
き
、ヨ
シ
や
ミ
ク
リ
等

の
湿
生
植
物
の
生
育
や
、ト
ン
ボ
類
等
の
昆
虫
の

生
息
す
る
場
と
な
っ
た
と
こ
ろ
や
、津
波
に
よ
っ

て
運
ば
れ
た
砂
に
よ
る
自
然
裸
地
に
砂
丘
植
物
が

生
育
す
る
場
、外
来
種
の
低
木
林
が
成
立
す
る
場

等
が
み
ら
れ
、大
小
さ
ま
ざ
ま
の
多
様
な
環
境
の

モ
ザ
イ
ク
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

7

ア
マ
モ
場

ア
マ
モ
、
コ
ア
マ
モ
等
の
類
か
ら
な
る「
海
の
草

原
」で
、水
質
の
浄
化
、魚
介
類
の
産
卵
場
、稚
魚

の
成
長
の
場
、
水
産
資
源
か
ん
養
の
場
、
渡
り
鳥

の
採
餌
・
生
息
の
場
、波
浪
抑
制
等
の
防
災
機
能
、

環
境
学
習
や
保
養
の
場
を
提
供
す
る
等
、重
要
な

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
生
物
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
移
入
・
定
着
の
主
要
な
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
に
藻
場
よ
り
や
や
浅
い
水
域
に
分
布
し
、底

質
中
に
根
を
張
る
こ
と
か
ら
、底
質
の
安
定
化
に

も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

2

干
潟

海
域
と
陸
域
の
接
点
に
位
置
し
、潮
汐
に
よ
り
繰

り
返
し
干
出
、
水
没
す
る
場
で
す
。
貝
類
や
カ
ニ

類
等
の
底
生
動
物
の
生
息
場
、産
卵
場
や
稚
魚
の

成
育
場
、
渡
り
鳥
の
採
餌
・
休
息
の
場
と
し
て
利

用
、
波
浪
抑
制
等
の
防
災
的
な
機
能
の
ほ
か
、
水

質
や
底
質
の
環
境
浄
化
機
能
が
極
め
て
高
い
場
で

す
。ア
サ
リ
を
は
じ
め
と
す
る
水
産
資
源
か
ん
養

の
場
、潮
干
狩
り
等
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
環

境
学
習
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

3

砂
丘（
砂
浜
）

砂
浜
と
植
生
が
一
体
と
な
っ
て
生
態
系
の
機
能
が

発
揮
さ
れ
る
場
で
あ
り
、海
岸
防
災
林
と
と
も
に

飛
砂
防
止
や
波
浪
を
抑
制
す
る
重
要
な
防
災
機
能

を
果
た
し
て
い
ま
す
。海
か
ら
陸
に
か
け
て
の
エ

コ
ト
ー
ン
で
あ
り
、
砂
丘
植
物
の
生
育
、
砂
浜
性

昆
虫
類
の
生
息
、コ
ア
ジ
サ
シ
等
の
鳥
類
の
繁
殖

等
、生
物
多
様
性
の
維
持
の
観
点
か
ら
重
要
な
場

で
す
。レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
景
観
面
で
も
重
視

さ
れ
、ふ
る
さ
と
の
風
景
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

4

海
岸
断
崖
地
の
自
然
植
生

海
岸
断
崖
地
は
、風
や
波
浪
に
さ
ら
さ
れ
る
厳
し

い
立
地
で
あ
り
、侵
食
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
自

然
立
地
で
、ミ
ヤ
マ
ビ
ャ
ク
シ
ン
等
の
一
部
の
木

本
の
ほ
か
、
コ
ハ
マ
ギ
ク
群
落
、
ハ
チ
ジ
ョ
ウ
ス

ス
キ
群
落
等
の
自
然
草
原
が
生
育
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、岩
礁
か
ら
藻
場
へ
一
体
的
に
つ
な
が
る
沿

岸
生
物
の
生
息
・
生
育
の
場
、
海
鳥
類
の
繁
殖
地

と
し
て
も
重
要
な
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

5

残
存
樹
林
地

多
く
の
生
物
に
生
息
・
生
育
の
場
、
繁
殖
の
場
を

提
供
し
て
い
る
ほ
か
、酸
素
の
供
給
、C
O
2 の
固

定
、
水
資
源
確
保
、
土
壌
の
形
成
等
の
環
境
の
基

盤
を
形
成
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。大
気
や

水
質
の
環
境
浄
化
機
能
に
も
優
れ
る
等
、多
面
的

な
機
能
を
有
す
る
重
要
な
場
で
す
。人
と
の
か
か

わ
り
で
は
、
緑
陰
の
提
供
、
林
内
気
象
の
緩
和
、

良
好
な
景
観
の
提
供
、
森
林
の
観
察
等
、
人
と
自

然
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
重
要
で
す
。

6

樹
林
跡
地

（
モ
ザ
イ
ク
状
の
多
様
な
攪
乱
環
境
）

万
石
浦
の
ア
マ
モ
場

大
槌
湾
の
ワ
カ
メ
・
コ
ン
ブ
等
の
藻
類

広
浦
南
の
樹
林
跡
地

湿
性
草
原（
野
々
島
）

山
元
町
の
ス
ス
キ
群
落

請
戸
川
河
口
の
非
耕
作
農
地

（
水
田
雑
草
群
落
）

久
慈
川
河
口

蒲
生
干
潟

津
谷
川
河
口
の
砂
浜
・
砂
丘
植
生

大
須
賀
海
岸
の
コ
ハ
マ
ギ
ク
群
落

夏
井
川
河
口
の
残
存
ク
ロ
マ
ツ
植
林

ポ
ケ
ッ
ト
ビ
ー
チ
の
変
化（
吉
浜
海
岸
）

　
三
陸
の
海
岸
線
は
変
化
に
富
み
、宮
古
市
よ
り
北
側
の
三
陸
北
部

は
隆
起
海
岸
で
海
食
崖
や
海
岸
段
丘
が
発
達
し
、三
陸
南
部
は
極
め

て
入
り
江
の
多
い
日
本
を
代
表
す
る
リ
ア
ス
海
岸
と
な
っ
て
い
ま

す
。東
日
本
大
震
災
時
に
は
、波
高
10
m
を
超
え
る
津
波
が
集
落
や

農
地
、魚
港
等
に
来
襲
し
、有
名
な
田
老
防
潮
堤
も
飲
み
込
ま
れ
る

な
ど
、沿
岸
の
被
害
は
甚
大
で
し
た
。

　
震
災
後
の
海
岸
調
査
の
結
果
か
ら
、三
陸
海
岸
で
は
津
波
や
地
盤

沈
下
の
影
響
で
、砂
浜
や
海
岸
林
の
多
く
が
流
出
し
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。リ
ア
ス
海
岸
に
多
く
み
ら
れ
る
ポ
ケ
ッ
ト
ビ
ー
チ
で
も
、

津
波
に
よ
っ
て
砂
が
流
出
し
、汀
線
後
退
や
砂
丘
植
生
の
減
少
が
生

じ
ま
し
た
が
、多
く
の
海
岸
で
は
そ
の
後
の
波
の
作
用
で
汀
線
が
回

復
傾
向
に
あ
り
ま
す
。し
か
し
、吉
浜
海
岸
等
、汀
線
の
回
復
が
見
ら

れ
な
い
海
岸
も
あ
り
ま
す
。河
口
で
は
、周
辺
海
岸
か
ら
の
砂
が
河

口
内
に
砂
が
押
し
込
め
ら
れ
、河
口
砂
州
が
復
活
し
た
地
区
も
あ
り

ま
す
が
、現
在
も
河
口
砂
州
が
回
復
し
て
い
な
い
地
区
も
あ
り
ま
す
。

　
岩
手
県
大
船
渡
市
吉
浜
の
海

岸
で
は
、
津
波
に
よ
り
砂
浜
や

海
岸
林
が
流
出
し
、
汀
線
は
最

大
約
13
0m
後
退
し
ま
し
た
。

震
災
3年
後（
20
14
年
）も
汀

線
は
ほ
と
ん
ど
回
復
し
て
い
ま

せ
ん
。

　
河
口
で
は
、
津
波
に
よ
り
砂

浜
や
海
岸
林
が
流
出
し
ま
し
た

が
、
回
復
が
見
ら
れ
る
箇
所
も

あ
り
ま
す
。
宮
城
県
気
仙
沼
市

赤
崎
の
津
谷
川
河
口（
重
点
エ

リ
ア
10
）で
は
、
震
災
直
後
、

左
岸
か
ら
伸
び
て
い
た
砂
州
は

消
失
し
、
汀
線
は
最
大
約

50
0m
後
退
し
ま
し
た
。
震
災

3年
後（
20
14
年
）の
汀
線
は

震
災
前
の
20
0-
30
0m
陸
側
ま

で
戻
り
ま
し
た
。

海
岸
の
変
化

（
津
波
や
地
盤
沈
下
に
よ
る
地
形
等
へ
の
影
響
）

三
陸
北
部

青
森
県

岩
手
県

宮
城
県

三
陸
南
部

河
口
域
の
変
化（
津
谷
川
河
口
）

砂
浜

砂
丘
植
生

海
岸
林

海
岸
構
造
物

そ
の
他

平
成
14
年
汀
線

平
成
23
年
汀
線

凡
例

砂
浜

砂
丘
植
生

海
岸
林

海
岸
構
造
物

そ
の
他

20
00
年
代
汀
線

20
11
年
汀
線

凡
例

 
 

 
吉
浜

吉
浜

吉
浜

0
50
0m

0
50
0m

0
50
0m

H1
4（
20
02
）年

H2
3（
20
11
）年

H2
6（
20
14
）年

H1
3汀
線

H2
3汀
線

H1
3汀
線

H2
3汀
線

H1
3汀
線

H2
3汀
線

H1
4（
20
02
）年

50
0

40
0

30
0

20
0

10
0 0

沿
岸
方
向
距
離（
m
）

占有延長（m）

0

200

400

600

800

H２
３（
20
11
）年

50
0

40
0

30
0

20
0

10
0 0

沿
岸
方
向
距
離（
m
）

占有延長（m）

0

200

400

600

800

H２
6（
20
14
）年

50
0

40
0

30
0

20
0

10
0 0

沿
岸
方
向
距
離（
m
）

占有延長（m）

0

200

400

600

800

 

  

0
50
0m

H1
3汀
線

H2
3汀
線

津
谷
川

H1
3（
20
01
）年

  

0
50
0m

H1
3汀
線

H2
3汀
線

津
谷
川

H2
3（
20
11
）年

 

 

 

0
50
0m

H1
3汀
線

H2
3汀
線

津
谷
川

H2
6（
20
14
）年

0

250

500

750

1000

1250

沿
岸
方
向
距
離（
m
）

H1
3（
20
01
）年

H2
3（
20
11
）年

H2
6（
20
14
）年

占有延長（m）70
0

60
0

50
0

40
0

30
0

20
0

10
0 0

0

250

500

750

1000

1250

沿
岸
方
向
距
離（
m
）

占有延長（m）70
0

60
0

50
0

40
0

30
0

20
0

10
0 0

0

250

500

750

1000

1250

沿
岸
方
向
距
離（
m
）

占有延長（m）70
0

60
0

50
0

40
0

30
0

20
0

10
0 0

汀
線
後
退

（
砂
州
消
失
）

汀
線
後
退

（
砂
州
消
失
）

保
全
事
例
＜
舞
根
湾
の
干
潟
＞

海
域
の
ハ
ビ
タ
ッ
ト

（
重
要
な
自
然
）

　
三
陸
は
日
本
を
代
表
す
る
豊
な
漁
場
で
あ
り
、コ
ン
ブ
・
ワ
カ
メ
等
の
藻
場
や
、稚
魚
等
の
成
長
に
と
っ
て
必
要
な
ア
マ
モ
場
が
多
く
分
布

し
て
い
る
地
域
で
す
。震
災
後
、津
波
や
地
盤
沈
下
の
影
響
を
受
け
、ア
マ
モ
場
を
中
心
に
こ
れ
ら
の
分
布
面
積
が
減
少
し
ま
し
た
。藻
場
の

減
少
は
、生
育
基
盤
で
あ
る
岩
礁
が
津
波
の
影
響
を
大
き
く
受
け
な
か
っ
た
た
め
、基
盤
以
外
の
諸
条
件
の
変
化
に
よ
る
一
時
的
な
影
響
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、ア
マ
モ
類
の
減
少
は
基
盤
で
あ
る
砂
泥
域
そ
の
も
の
が
、津
波
の
外
力
を
強
く

受
け
、攪
乱
・
縮
小
・
消
失
し
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
山
田
湾
奥
部（
重
点
エ
リ
ア
５
）に
は
、ア
マ
モ
と
ス
ゲ
ア
マ
モ
が
生
育
し
て
い
ま
す
。生
態
系

監
視
調
査（
ア
マ
モ
場
）に
よ
れ
ば
、2
01
2年
に
は
、湾
北
・
湾
中
部
で
は
震
災
前
同
様
に
ア
マ

モ
が
密
生
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、2
01
3年
か
ら
激
減
し
、2
01
5年
に
は
両
海

域
で
ア
マ
モ
類
が
全
く
確
認
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。一
方
、湾
南
部
で
は
津
波
で
ア
マ
モ
場
は

減
少
し
ま
し
た
が
、2
01
2年
以
降
、生
育
密
度
は
次
第
に
回
復
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
震
災
前
、
気
仙
沼
市
唐
桑
町
の
舞
根
湾（
重
点
エ
リ
ア
９
）に
注
ぐ
西
舞
根
川
河
口
に
は
、

リ
ア
ス
海
岸
に
は
珍
し
い
1h
aほ
ど
の
大
き
な
干
潟
が
あ
り
ま
し
た
。震
災
後
、河
口
部
の
干

潟
は
津
波
と
地
盤
沈
下
に
よ
り
消
失
し
ま
し
た
が
、陸
域
に
取
り
残
さ
れ
た
水
域
に
よ
っ
て
、

新
た
に
塩
性
湿
地
や
小
規
模
な
干
潟
が
出
現
し
ま
し
た
。

　
こ
の
新
た
に
で
き
た
干
潟
に
つ
い
て
N
PO
法
人「
森
は
海
の
恋
人
」と
、大
学
や
研
究
機
関

等
が
環
境
調
査
や
環
境
教
育
活
動
を
実
施
し
、住
民
合
意
に
よ
っ
て
、干
潟
周
辺
で
は
防
潮
堤

は
建
設
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。現
在
、出
現
し
た
干
潟
の
維
持
・
保
全
が
継
続
さ
れ

て
お
り
、沈
下
し
た
地
盤
が
上
昇
を
始
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、砂
泥
が
堆
積
し
て
い
く
こ
と
で
、

将
来
的
に
は
広
い
干
潟
が
回
復
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

舞
根
湾
　
西
舞
根
川
河
口
部

志
津
川
湾

山
田
湾

宮
古
湾

0408012
0

0408012
0

0408012
0

藻場・アマモ場面積（ha）

大
型
褐
藻
類

凡
例

ア
マ
モ
類

震
災
前
震
災
後

震
災
前
震
災
後

震
災
前
震
災
後

山
田
湾（
震
災
前
20
10
年
5月
3日
）

山
田
湾（
震
災
後
20
15
年
8月
5日
）

ア
マ
モ

ド
ロ
ー
ン
に
よ
り
撮
影（
20
15
年
7月
7日
）

湾
南
部
の
ア
マ
モ
場
は
回
復
傾
向

湾
北
・
湾
中
部
は
ア
マ
モ
場
が
激
減

震
災
前
藻
場
分
布
図

ア
マ
モ
場

大
型
褐
藻
類

震
災
前
藻
場
分
布
図

震
災
後
藻
場
分
布
図

ア
マ
モ
場

大
型
褐
藻
類

　
三
陸
の
沿
岸
部
は
、リ
ア
ス
海
岸
の
断
崖
地
上
の
ク
ロ
マ
ツ
林
を

代
表
と
す
る
景
勝
地
が
多
く
、小
規
模
の
河
川
が
流
入
す
る
自
然
海

浜
に
は
希
少
な
砂
丘
植
生
が
分
布
す
る
自
然
が
豊
か
な
地
域
で
す
。

震
災
後
、河
口
部
は
津
波
と
地
盤
沈
下
に
よ
り
大
き
く
撹
乱
さ
れ
、

多
く
の
場
所
で
砂
浜
や
海
岸
林
が
流
出
し
ま
し
た
。陸
域
で
は
、撹

乱
に
よ
り
新
た
な
湿
地
が
出
現
し
、希
少
種
が
確
認
さ
れ
た
場
所
も

あ
り
ま
し
た
。

　
北
上
川
河
口
域（
重
点
エ
リ
ア
12
）で
は
、
震
災
時
に
は
津
波
が

遡
上
し
、河
川
沿
岸
の
低
地
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。河
口

干
潟
、
湿
生
草
原
、
耕
作
地
等
は
大
き
く
攪
乱
さ
れ
、
新
た
な
開
放

水
域
や
湿
地
が
出
現
し
ま
し
た
。河
口
部
の
耕
作
地
の
多
く
は
地
盤

沈
下
に
よ
り
開
放
水
域
や
非
耕
作
農
地
と
な
り
、広
大
な
ヨ
シ
原（
湿

生
草
原
）も
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。そ
の
後
、排
水
工
事
や
埋
め
立

て
等
が
進
み
、震
災
後
に
新
た
に
湿
地
と
な
っ
た
箇
所
は
、半
分
ほ

ど
が
埋
め
立
て
ら
れ
ま
し
た
。ヨ
シ
原
は
回
復
し
つ
つ
あ
り
、古
く

か
ら
冬
の
風
物
詩
と
し
て
知
ら
れ
る
ヨ
シ
の
刈
り
入
れ
が
、住
民
等

の
活
動
に
よ
っ
て
復
活
し
て
い
ま
す
。

保
全
事
例
＜
十
府
ヶ
浦
の
ハ
マ
ナ
ス
群
落
＞

　
岩
手
県
九
戸
郡
野
田
村
の
十
府
ヶ
浦（
重
点
エ
リ
ア
２
）米
田
地
区
で
は
、岩
手
県
と
岩
手

県
立
大
学
が
砂
浜
に
分
布
す
る
ハ
マ
ナ
ス
群
落
の
保
全
区
を
設
定
し
、ハ
マ
ナ
ス
等
の
種
子

採
取
、移
植
等
の
保
全
再
生
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。根
茎
や
種
子
の
保
存
は
岩
手
県
及
び

岩
手
県
立
大
学
で
実
施
し
、一
部
の
種
に
つ
い
て
は
地
元
住
民
参
加
型
で
苗
作
り
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

北
上
川
河
口
周
辺
の
新
た
な
開
放
水
域

北
上
川
河
口
部
の
植
生
と
土
地
利
用
の
変
化

20
12
年

20
14
年

陸
域
の
ハ
ビ
タ
ッ
ト

（
重
要
な
自
然
）

震
災
前

北
上
川

ヨ
シ
原

震
災
前
は
耕
作
地
が
広
が
る

震
災
後
、開
放
水
域
に
変
化

北
上
川

ヨ
シ
原

半
分
ほ
ど
埋
め
立
て
が
進
む

北
上
川

ヨ
シ
原

0

50
0

10
00

15
00

20
00

25
00

震
災
前

20
12

20
13

20
14

自
然
林

二
次
林

二
次
草
原

湿
生
草
原

塩
沼
地
植
生

砂
丘
植
生

植
林
非
耕
作
農
地

空
地
雑
草
群
落

植
林
跡
地

耕
作
地

市
街
地
等

造
成
地

自
然
裸
地

開
放
水
域

凡
例

(h
a)

三
陸
沿
岸
に
生
息
・
生
育
す
る
希
少
な
動
植
物

ミ
サ
ゴ（
津
軽
石
川
河
口
、環
境
省
：
N
T、
岩
手
：
B）

コ
オ
イ
ム
シ（
津
軽
石
川
河
口
、環
境
省
：Ｎ
Ｔ
）

ア
カ
テ
ガ
ニ（
北
上
川
、宮
城
：
N
T）

ナ
ミ
キ
ソ
ウ（
織
笠
川
河
口
、岩
手
：
C
）

オ
オ
タ
カ（
津
谷
川
河
口
、環
境
省
：
N
T、
宮
城
：
N
T）

リ
ス
ア
カ
ネ（
北
上
川
、宮
城
：
V
U
）

ド
ジ
ョ
ウ（
津
軽
石
川
河
口
、環
境
省
：
D
D
）

ウ
ミ
ミ
ド
リ（
津
軽
石
川
河
口
、岩
手
：
A
）

環
境
省
：「
環
境
省
報
道
発
表
資
料
　
環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
20
15
の
公
表
に
つ
い
て
」（
平
成
27
年
、環
境
省
）

C
R+
EN
：
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
、C
R：
絶
滅
危
惧
Ⅰ
A
類
、E
N：
絶
滅
危
惧
Ⅰ
B類
、V
U：
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
、N
T：
準
絶
滅
危
惧
、D
D：
情
報
不
足
、L
P：
絶
滅
の
お

そ
れ
の
あ
る
地
域
個
体
群

岩
手
県
：「
い
わ
て
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
の
改
定
に
つ
い
て
」（
平
成
26
年
、岩
手
県
） 

A：
A
ラ
ン
ク
、B
：
Bラ
ン
ク
、C
：
C
ラ
ン
ク
、D
：
D
ラ
ン
ク
、D
D：
情
報
不
足
 

宮
城
県
：「
宮
城
県
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
の
公
表
に
つ
い
て
」（
平
成
25
年
、宮
城
県
） 

C
R+
EN
:絶
滅
危
惧
I類
、C
R:
絶
滅
危
惧
IA
類
、E
N
:絶
滅
危
惧
IB
類
、V
U
:絶
滅
危
II類
、N
T:
準
絶
滅
危
惧
、D
D
:情
報
不
足
、L
P:
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
域

個
体
群

重
要
自
然
マ
ッ
プ
2015

東
北
地
方
太
平
洋
沿
岸
地
域

簡
易
版

三
陸
北
部
三
陸
南
部

生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー

環
境
省
自
然
環
境
局

〒
403-0005

山
梨
県
富
士
吉
田
市
上
吉
田
剣
丸
尾
5597-1

Tel：
0555-72-6031 Fax：

0555-72-6035

青
森
県

岩
手
県

宮
城
県

山
形
県

福
島
県

秋
田
県


